
エミール･ゾラ『マドレーヌ･フェラ』に

おける感応遺伝について

森田 陽子

はじめに

エミール･ゾラは､科学という文学とは一見かけ離れた分野に､同時代の

作家たちと比べてみてもとりわけ強い､熱狂的とも言える興味を示し､作品

にもしばしば取り入れた｡ゾラ作品と科学理論の関わりといえば､まず我々

が思い浮かべるのは『実験小説論』だろう｡ゾラはこの論文においてクロー

ド･ベルナールの『実験医学研究序説』を引用してみせ､それが批評家やゾ

ラの友人1までを含めた批判の嵐を呼ぶことになった｡『実験小説論』以外の

ゾラの作品においても医学は重要な位置を占めている｡全二十巻に及ぶルゴ

ン=マッカール叢書の最終巻である『パスカル博士』(1893)の主人公パスカ

ル･ルゴンは医者であり､しかも単に患者を診療するだけではなく､ルゴン=

マッカール家の人々という自分の親族たちを実例として分析することで遺伝

法則に関する研究を進め､遺伝の神秘を解き明かすことであらゆる疾病を治

し､世界に幸福をもたらすべく日夜研究に励み､人類の進化に貢献したい2と

いう強い信念を持った医学者でもある｡パスカルの研究は叢書の最後を締め

くくるこの作品の主要なテーマの一つとなって､時にはストーリーを導く役

割まで果たしている｡遺伝学という19世紀においてはいまだ萌芽の状態にあ

った研究分野に魅せられ､情熱を傾けていたのは､パスカル･ルゴンだけで

はない｡ゾラがルゴン=マッカール叢書を執筆するにあたって作成した準備

資料には､複数の医学書のレジュメが含まれているが､中でもとりわけゾラ

がページ数を割いているのが､プロスペル･リュカ博士の『自然遺伝に関す

lゾラ夫妻と親交があり､ゾラ､ユイスマンスらとともに『メダンの夕べ』(1880)に

執筆もしているアンリ･セアールはゾラの公私にわたる友人であったが､そんな彼も

『実験小説論』には難を示したのだった｡
2cf･Les Rougon-Macquart,6ditionint6gralepubliee sousla directiond,ArmandLanoux,

6tudes,nOteS et Variantes6tablies par上1enriMitterand,Ga11imard,く(Bibliotheque dela

Pleiade〉),t.V,1967,PP.947-948.以下､本稿ではRMVt略す｡
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る哲学的および生理学的概論』5に関する覚え書きである｡ゾラはこの本に善

かれている遺伝法則を､具体例も取り混ぜながらノートを取り､さらに最後

にはそのノートの要約もつけている｡/レゴン=マッカー/レ叢書の登場人物た

ちの人物設雇巧⊃ストーリー展開にこうして要約した内容を取り入れているこ

とから見ても､ゾラがリュカ博士の学説にどれほど感銘を受けたかが察せら

れる｡プレイヤッド版にして36ページにわたるこの覚え書きには､遺伝に関

して次のような一節がある｡

(発現する形質を)もたらすのは父か母(直接遺伝)｡傍系親(間接)､父や

母の先祖(回帰)､以前の配偶者(影響によるもの4)-

こうして遺伝形質を生成する上に挙げられた四者の中でもとりわけ目を引

くのは､四番目の｢以前の酉己偶者｣という項目であろう｡両親や近親者から

の遺伝､あるいは何世代か前からの隔世遺伝というのならばまだ納得はでき

るが､はたして以前の酉己偶者からの｢影響による｣遺伝とは一体何を意味し

ているのだろうか｡

感応遺伝

疑問を抱きつつゾラのノートを読み進めてみると､ほどなくしてその説明

とおぼしき箇所が現れる｡

影響による遺伝､以前の配偶者の表出[…]牡ろばによって受胎した牝馬は､ら

ばを産む｡その後､もしこの牝馬が牡馬によって受胎した場合､生まれてくる

仔が少し牡ろばに似ていることがある｡一一顧一大5｡

つまり､この道伝法別によれば一度あるオスによって妊娠し､その仔を産

んだメスが､その後違うオスによってふたたび妊娠した場合､生まれてくる

3正式な題名は以下の通りである｡ProsperLucas,T)･aitiphilosq)hiqueetpjysiologiquede

/九;′･t用/t;/J(〃〃丹〃し-`九棚/ハ
t;/〃/･ヾ`九- =/川㍉(-/(九-/旧/裾毎`山J半正肋一 肛′･lⅢl■.(7l･し-tl

･:軒…伸り･い/い【/′伸心′一斗十恒′=㌧′し-1′∴り′…′′t′′′‥…-…川∴ん-､l′//し､′′‖′い証′
【イレt】､ヾ/ん】/り血(小･,.仙川/gぐ,りヱ1/〃(/～/ハ/山JJハ/川J雨(ん;/･l;し,(ん/J7=ハ/叩/)…イl､､(什t･ぐ/ハ/一里
/)J･/J〃川て/山ん-∫.ん･J､//正川･/ハlノ(･んJgtl/?(れJ〃り〃./ハ…〃け･＼､`ん血･ナナ血〃〃/ハ(んJ/(J∫t-.1■〃〃///(l./し-11■

J〃り(/小･l/J…′J∫〃=〃/Jl■〔-1■(ん,ん川亡/J〃ハ･(げ/g血イル`/ハ､〔;爪･1■.〔-J/ハ(/汀汀､uイ証′肝､､'【んリJtニー､J･り/九〟/JJ(･
etd'a[i占nationmentale,J.B.Bailliere,1847L1850,2tomes.
4且且グ声′二p.1704.

⊃凡侵rlp.1706.
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仔は最初のオスの形質を受け継ぐというのである｡医学に深い関心を持って

いたゾラを魅了したであろう学説のなかでもひときわ異彩を放ち､ファンタ

ジーとイマジネールに富んでいるように思えるこの道伝理論は､感応遺伝

(impr岳gnation)と呼ばれるものである｡この説は､アリストテレスの時代か

ら何十世紀もの間人々に支持されてきた民間信仰であり､その信奉者は一般

人､学者を問わず絶えることがなかった｡感応遺伝説は二十世紀に入っても

依然として打ち捨てられることはなく､真剣な議論の対象となり､第二次世

界大戦の際にはファシスト政権のドグマとして利用されたこともあったとい

う｡

実は､ゾラはこの感応遺伝という説をリュカ博士の著作を読んで初めて知

ったわけではない｡ゾラが若い頃敬愛していたミシュレが著作『愛』(1858)

の中で感応遺伝を何度も取り上げているので､ミシュレを通してすでに知っ

ていたのである｡ゾラに多大なる影響を及ぼしたミシュレの感応遺伝に関す

る見解は非常に興味深いが､両者の解釈の違いについては後に述べることと

する｡先に引用したように､ルゴン=マッカール叢書の準備資料に感応遺伝

についてのメモを残しているゾラであるが､叢書においてこの理論が言及さ

れることはあまりない｡数少ない例として挙げられるのは､『居酒屋』(1877)

の主人公ジェルヴェーズの娘ナナと､ジェルヴェーズの最初の恋人であった

ランチエとの類似であろうか6｡しかしこれは例外的なもので､他の遺伝法則

に比べれば叢書全体を通して作品への取り入れられ方はかなり抑えられてい

る｡とはいえ､ミシュレと同じくこの理論に強い印象を受けたと思われるゾ

ラは､ルゴン=マッカールという枠の外にそれを結晶化させている｡叢書の

構想をめぐらせ､準備資料を作成していたと思われる時期(1867年から1869

年にかけて)とほぼ重なる時期に善かれた作品『マドレーヌ･フェラ』がそ

れである｡

bジェルヴニーズは恋人のランチエに捨てられた後､ブリキ職人であるクーポーと新

たに所帯を持ちアンナ(通称ナナ)という娘をもうける｡ナナはクーポーの娘であり､

ランチエとは当然血の繋がりはない｡しかし､ジェルヴェーズとクーボーの家庭に入

り込んだランチエとナナは互いにとって一番の理解者となる｡ランチエと同じように

甘いもの好きで､異性に対して抜群の影響力を持つナナは､ジェルヴェーズやヴィル

ジニーの財産を食いつぶしてしまったランチエと同じように､後に『ナナ』(1880)で

男たちを破滅させることになる｡『パスカル博士』においてパスカルは､影響による遺

伝の例としてランチエとナナの類似に言及している(ci見廻γp.1007)｡,
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『マドレーヌ･フェラ』と感応遺伝

1868年に執筆され､同年にラクロワ社から出版された小説である『マドレ

ーヌ･フェラ』は､時間軸から見ると､『テレーズ･ラカン』(1867)とルゴ

ン=マッカール叢書第一巻『ルゴン家の運命』(1871)の問に位置している｡

ゾラは､小説の出版にあたり､芸術家の作品への権利を踏みにじろうとする

検閲行為に抗議しながら､この小説に関してトリビューン紙に次のように書

いている｡

わたしはこの説をミシュレとリュカ博士の作品から採用した｡それを簡潔で断

固たるやり方でドラマ化した｡一つの医学研究を書いたことによって良俗を汚

したかもしれないなどとは認めたくない｡わたしからしてみればその目的は人

間的で高潔な道徳性から生じているのである｡.この研究は､生理学的観点から

みて､婚姻関係を永遠のものと受けとることを目指している｡[.‥]わたしはこ

の科学理論を作品化しただけだ｡自分は有益で正直な本を書いたと信じている7｡

ゾラ自身がミシュレとリュカ博士から採用したと認めている｢この説｣と

はもちろん感応遺伝説のことである｡ゾラは｢この科学理論を作品化しただ

けだ｣というが､実際のところ感応遺伝は作品の中でどのように取り上げら

れていくのだろうか｡

1.登場人物と物語の展開

エドゥアール･マネへの献辞が添えられたこの小説は､ギヨーム､マドレ

ーヌ､ジャックという三人の若者が主要な登場人物を構成している｡ゾラの

その他の小説でもよく見られるように､第一章で二人の外見や性格､気質な

どが細かに描写される｡簡素な身なりながら生命力に溢れるマドレーヌの特

徴は､顔の上部に見られる｢男のようなごっさ｣(durete masculine8)とそれ

とは対照的な顔の下部の｢肉感的なやわらかさ｣(voluptueusesmollesses9)が

象徴するように､男のように頑固で気丈な面と官能的で女らしい面を併せ持

(くCauserie〉〉,La77^ibune,29novernbre1868in(君乙iV柁SCOmPletes,publieessousladjrection

deHenriMittel･and,NouveauMondeeditions,t.3,2003,PP.574-575.以下､本稿ではαC

と略し､巻数を付す｡
8動d,p･186･

り頼ん/.
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っている点である｡ほっそりとして貴族的なギヨームは､ときおりほとばし

る誇りと｢女のような感受性｣(sensibilitedefemmelO)が特徴になっている｡

対してジャックは､早くから女遊びを覚えたために女に対する軽蔑を持って

はいるが､陰険さはなく､｢楽しく暮らすたくましい男特有の荒っぽい気の良

さ(1abonteruded,unhommevigotlretlXquivitjoyeusement‖)｣があるc物語は

ギヨームとマドレーヌの恋愛を主軸として展開する｡ギヨームとジャックは

コレージュ時代の親友なのだが､実はマドレーヌがギヨームと出会う直前ま

でジャックと同棲していたことが発覚することから､物語はほとんどメロド

ラマと言っていいほどドラマティックなものになっていく｡それでは複雑に

絡まりあう三人の関係をマドレーヌとジャック､ジャックとギヨーム､そし

てギヨームとマドレーヌとジャックという単位に区切って見てみたい｡なぜ

なら､ギヨームとマドレーヌの関係にはジャックという存在がほとんど常に

ついて回るからである｡

2.マドレーヌとジャック

マドレーヌの出自とジャックとのなれそめは第二章で語られる｡両親と死

に別れ､後見人の家にもいられなくなったマドレーヌは､パリで出会った男

に率直に自分の身の上話をする｡そして彼の家までついていき､自分でも説

明できない衝動に駆られ自分から彼に身を任せ関係を結ぶ｡翌日､｢近いうち

に外国へ行くことになっている｣と打ち明けてきた男の言葉に身を引き裂か

れるような思いがした彼女は､パリにいる間だけでも自分を家に置いてくれ

るよう頼み､彼は承諾する｡女と真剣に付き合ったことも付き合う気もない

が､根は陽気な彼に連れられて遊ぶうちに､マドレーヌはグリゼットのよう

な生活にも次第に抵抗を覚えなくなっていく｡しかし軍医として任命された

ばかりの彼は､召集を待つ身であったので､マドレーヌは常に彼が急に旅立

つかもしれないという不安に怯えることになる｡

だが､いつも彼を失うのではないかとおそれつつ､それでもやはり彼と関係す

るということは､彼女を彼にかたく結びつけることになった｡彼女は決して彼

を情熱的に愛したわけではなかったが､むしろ彼の痕跡が彼女に刻まれて自分

が彼になるのを感じ､彼が自分の身も心も完全に所有しているのだということ

川乃払p.187.

‖臓d･,p･208･
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が分かった｡いまや､彼は彼女にとって忘れられない男になった12｡

恐怖によってより一層強く恋人に結びつけられたマドレーヌには彼の痕跡

が刻まれ､彼女を完全に所有するにいたった彼は､こうして彼女にとって忘

れられない存在になったのであった｡この後､彼はついに召集令状を受け取

り戦地へと旅立っのだが､駅での別れも素気なく､マドレーヌは最後まで彼

の名前すら知らされないまま一人残される｡癒しがたい失恋の傷を抱えて暮

らすマドレーヌの隣の部屋にギヨームが引っ越してくることが､彼女にとっ

て新たな生活の始まりとなる｡マドレーヌと彼女の最初の恋人である｢彼｣

との関係は､感応遺伝説を作品に導入する前提となり､マドレーヌの心身か

ら永遠に消えない彼の｢痕跡｣はこの後の物語に繰り返しあらわれ､作品の

中核をなすことになるだろう｡

3.ジャックとギヨーム

ヴェトユイユという町に住むド･ヴィアルグ伯爵と村の公証人の妻との間

に不義の子として生まれたギヨームは､その出自や父親の高い身分へのやっ

かみなどから､コレージュの生徒たちのいじめの対象であった(第三章)｡そ

んなギヨームに同情し､いじめっ子たちから救い出してくれた年上の友人が

ジャックである｡パリから来たジャックはすでに女性経験が豊富だったので

すぐにコレージュの生徒たちの尊敬を得た｡人気者のジャックがかばったこ

とでギヨームへのいじめは止む｡他に友達もいないギヨームは､ジャックを

無二の親友かつ先輩として敬愛するようになったのだった｡

彼は自分の保護者に対して熱い友情を抱いた｡.人が初めての恋人を愛する時の

ように､絶対的な信奉と盲目的な献身をもって彼を愛した｡彼の優しい性分は

ようやく出口を見つけ､ずっと抑制されていた愛情が丸ごと､手と心で彼を助

けてくれたこの神へと向けられたのだった1う｡

女性のような繊細な感受性を持ったギヨームのジャックヘの友情は､恋愛

感情にも似た熱烈なものである｡また女に対して冷めた考え方をするジャッ

クとは違い､ギヨームが理想とする恋愛は､ジャックへの友情と同じように

ひたすら恋人を敬い､崇めたてるという極端な形をとる｡このように正反対

の女性観を持っ二人であるが､コレージュにいる間は無二の親友同士として

1ヱ乃才d,p･209

Ⅰ3ノ占～d,p･221

100



過ごす｡コレージュを卒業後も､ジャックがパリに移り住んでからしばらく

は交流があったのだが､そのうちジャックの音沙汰がなくなり､ギヨームが

パリに出てきたときにはジャックはすでに出征してしまっていたのだった｡

4.ギヨームとマドレーヌとジャック

パリで傷心を抱えたマドレーヌの隣の部屋にギヨームが引っ越して来て､

若い二人は自然に仲良くなり､ほどなくして互いの部屋を行き来するように

なる｡二人はブーローニュ街で一緒に住み始め､ある日､マドレーヌは､ア

ルバムの写真を目にして､ギヨームとジャックが親友同士だと知る｡しかし

ギヨームには真実を知らせず､わけありげな彼女の態度に彼は不安を覚える｡

第五章では､自ら命を絶った父から名前と爵位を譲り受けたギヨームが､

父の簡地であるヴェトウイユに戻り､マドレーヌを呼び寄せる｡田舎生活に

よってマドレーヌは生き返り､二人の仲もふたたび順調に運び始める｡しか

し､ある日ギヨームが切り出したプロポーズの言葉をマドレーヌは自分でも

驚くほどきっぱりとした口調で断ってしまう｡

実のところ､ギヨームのプロポーズに彼女は奇妙な抵抗を覚えたのだった｡彼

がなにか不可能なことを求めているような気がして､まるで自分が自分のもの

でなく､他の男にすでに所有されているかのようだった｡彼女は､愛人に夫婦

として暮らしてくれと言われた時の人妻の声と身振りをしていたのだった14(｡

しかし､ギヨームと結婚することでジャックのことを忘れようと思い直し

たマドレーヌは結婚を承諾する｡こうしてようやく夫婦となった二人は､結

婚して一年で娘に恵まれ､その子はリュシーと名づけられる(第六章)｡こう

して穏やかで幸せに暮らしていたある日､ギヨームは偶然ジャックと再会し､

二人でギヨームの家に行き､マドレーヌとジャックの関係がっいに明らかに

なる(第七草)｡大変なショックを受けたギヨームは､ジャックと対面するこ

とに耐えられず､夫婦でそこから逃げ出すことにする｡彼は､愛娘リュシー

に会いに行って心を落ち着けようと思い立っ(第八章)｡しかし､娘の顔を見

るうちにギヨームの顔が青ざめていく｡リュシーがジャックに似ていると言

うのである｡驚いたマドレーヌは娘の顔を見る｡

ギヨームは正しかった｡リュシーはどことなくジャックに似ており､しかも口

14臓d,p･254･
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を曲げ額にしわを寄せると驚くほどの類似を見せるのだった15｡

二人の類似を必死で否定してみせるマドレーヌに対して､ギヨームはリュ

シーを身ごもった時にジャックのことを考えていたのか､と容赦なく彼女を

責め立てる｡

混乱した頭に彼の悪夢の数々がよみがえった｡.ふたたび妻の風変わりな心の浮

気のことを彼は考えた｡彼女は想像力のままに夫の口づけを愛人の口づけと思

い込むことで不倫の罪を犯したのにちがいない｡だから愛人と娘が似ているの

だ1(;｡

リュシーとジャックの類似は､ギヨームの錯乱ペコ妄想から生まれ出たもの

はなく､マドレーヌにも確認できる事実である｡ゾラはここで感応遺伝の法

則に基づいてリュシーを措いているわけである｡そして､マドレーヌのかつ

ての恋人であるジャックの面影を宿したリュシーはギヨームにとってもはや

愛情の対象とはなりえない｡リュシーはジャックの遺伝を受け継いでいるの

で､自分の娘とは思えないからである｡娘とジャックからふたたび逃げ出す

ように､ギヨームはマドレーヌと二人パリに出発することにする｡パリへと

向かいながらマドレーヌは､ジャックのことはもう愛していないのだからと

自分に言い聞かせる(第九章)｡しかしそれと同時に彼女は奇妙な感覚にも襲

われるのだった｡

マドレーヌがジャックの腕に抱かれて我を忘れていたとき､彼女の処女の体に

は消すことのできない彼の痕跡がつけられたのであった｡[…]言ってみればジ

ャックは彼女を自分の厳に抱くことで彼女を自分の姿にかたどり､彼女に自分

の筋肉と骨の一部を与え､彼女を生涯にわたり自分のものにしたのだ】7｡

このようにマドレーヌが意識するとしないとに拘らず､最初の恋人が残し

た痕跡は彼女の肉体から消えることはない｡彼女の心が忘れていても体がジ

ャックと変わらず結びついているのである｡ここで吉吾り手によってされる説

明も感応遺伝に則ったものであり､それは｢生理学的宿命｣臨talites

physiologiques18という語に言い換えられ､作品内で繰り返し用いられる｡マ

ドレーヌが自分の意志とは裏腹にジャックに結びつけられているのも､リュ

上5Jあ払p.301.

t6臓d,p･302･
17乃才d,p･307▲

Ⅰ8ノ占近,p･307,p･355･
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シーがジャックに似ているのも感応遺伝説を実証する例となって我々に示さ

れる｡こうしてジャックの痕跡を残したマドレーヌの肉体と､ジャックにど

ことなく似たリュシーの存在はギヨームにとって耐え難いものとなり､二人

の関係は破綻へと向かっていく｡

このように物語を構成する三人の登場人物はそのまま最初に述べた感応遺

伝の実例として描かれているように見える｡しかし､物語をよく謹んでみる

と､ゾラが描く三人の関係は､感応遺伝というおそらく現代の多くの読者に

は荒唐無稽と映るであろう｢医学理論｣だけでは説明のできない何かを含ん

でいることに気づく｡

5.感応遺伝がもたらす解釈の幅

科学的見地から見れぼ怪しげなものである感応遺伝はしかし､当時ゾラ以

外の作家をも魅了し､彼らにインスピレーションをもたらした19｡ゾラ以外

の作家が感応遺伝説から読み取る象徴的意味を検討することは､本論を進め

るにあたって決して無益ではないだろう｡なぜなら､それによってゾラの感

応遺伝の解釈に何らかの位置づけを与えることが可能になるからである｡

先に述べたように､ゾラが感応遺伝を知るきっかけになったであろう著作

『愛』の中でミシュレは感応遺伝を取り上げている｡ミシュレはこの本の中

で当時まだあまり知られていなかったリュカ博士と彼の著作を序文で取り上

げ20､称賛を送るのだが21､我々は感応遺伝に関して他にも次のような文章を

見出せる｡

二重の奇跡である子どもの誕生と母の変化｡受胎した妻は男になる｡男の力に

満たされ､その力が一度彼女の中に食い込むと､彼女は少しずつそれに屈する

ようになる｡男が勝ち､彼女に染み込むようになる｡彼女は次第に被になるの

である2三′｡

19たとえば『風俗小説(1850-1引4)テーマ別事典』の『遺伝』の項目に紹介されてい

るカチュール･マンデスのエec門斎e/ろe化eα〃(1889)､ジュー/レ･クラルテイのこ毎々那7e

鹿ダ和由′∫C∂〃g滋/αlプねクαr～ざ～e〃〃e(1881)などが感応遺伝を作品のテーマとして取り上

げているという｡(C£β加0′Z乃α地頭∂椚β軸〃eゐJ■0椚α乃鹿沼α録Jつノβ5β一f卯4っ組Philippe

HamonetAlexandrineViboud,PressesSorbonneNouvelle,2003,entree((heredite)〉,P.265)
20JulesMichelet,LAmour,L･Hachette,1858,P･XVII･

2-ノ∂払p.399.ハリーナ･スワラは､『愛』に書かれたミシュレのこの称賛を目にした

ことがゾラがリュカ博士の本を読むきっかけになったのではないかと推測している｡

((くZola,discipledeMichelet〉)inLesCahie7了滋柏fTOVie,nO.2,1973,P.23)

22Michelet,qP･Cit･,P･159･
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彼女が何をしようと彼女はあなたのものなのだ｡[…]一度妊娠し､浸透した妻

は､いたるところに自分の中に夫を抱えていくことをこなる｡[…]彼女はこれほ

どまでにあなたのものなので､もし愛人が彼女を妊娠させても､彼女が生むの

はあなたの顔立ちをとどめたあなたの子どもであることが非常に多いのだ23｡

ハリーナ･スワラが指摘しているように24､ゾラが女性と彼女が最初に肉体

関係を結んだ男性との間に感応遺伝が起こりうると解釈しているのに対し､

これらの文章はミシュレが感応遺伝を､妊娠が女性に与える長期的な影響と

とらえていることを示している｡しかも､この学説に｢生理学的であるのと

同じくらい倫理的な25｣解釈を与えるミシュレにとって､感応遺伝は必ずし

も悲劇的な結果を生み出すものではない｡なぜなら彼は1856年3月2日の日

記に､『愛』に関して次のような文を残しているからだ｡

作品の独創性は､次の点にある｡この作品が､妻が永久に浸透され､つまり男

に同化したなら､この男の幸福は彼女に､その肉体と精神に次第に浸透し､彼

女に浸透されることだと明らかにしている点である｡この漸進的な耕作におい

て､この喜びが彼女を変化させている､そして彼女が彼のものになり､彼にな

ったと感じるにつれ､彼は彼女を享楽するのである26コ

ミシュレが理想とする状態とはつまり女性(妻)が､一人の男性(つまり

夫)の色に永遠に染められることによって彼なしでは生きられないほどまで

に彼を必要とすることである27｡夫の精神と肉体が妻に｢染み込む｣ことは､

夫婦の一体化を可能とする｡そしてその染み込み方が生涯消えないほどに深

いものであることは､ミシュレが､『愛』の序文の中でロワール河にたとえる

ような震湾っかで理性的な愛情が､そしてその愛によって結ばれた夫婦の絆が

生涯続いていくための重要な条件となりうるといえるだろう｡

このように､ミシュレが感応遺伝説において注目するのは､妊娠が女性に

もたらす長期的な影響であり､二人の絆を強固なものにする永遠の｢感化｣

という側面である｡『愛』の序文にある｢受胎は妻を恒久的に変化させる28｣

という文章と､日記(1856年8月8日)で愛の作用として掲げる｢結婚を恒

23Michelet,QP･Cit･,pP･277-278･

三4=alinaSuwala,呼･C紘

25JeanrLouis Cabanes,Le Cotps etla maladie dbnsles r占ciLs rdalistes〃856-1893),
Klincksieck,1991,P.332,

26Jules Michelet,Journal,teXteintegral,己tablipar PaulVia11aneix,Gallimard,t･II

(1849-1860).p.298.
27c£臓d,p▲299･

ユ8ノ占近,p･ⅩVll･
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久的で､精神的かつ深遠なものとする29｣という目標は呼応しているように

思われる｡つまり生涯消えない最初の男性の痕跡は､夫婦の一体化を可能に

するという点から､ミシュレにおいてはむしろ肯定的な意味さえ持ちうるの

である｡

6.よみがえる過去

それでは､ゾラが感応遺伝とそれがもたらしうる解釈から引き出した象徴

的な意味はどのようなものであるかを検討したい｡『マドレーヌ･フェラ』に

おいて感応遺伝が登場するとき､それは当然のことながらほとんど常に過去

というアスペクトと結びついている｡ジャックが残した痕跡は､ジャックと

過ごした時間とその思い出とともにマドレーヌにつきまとう｡過去の思い出

は､マドレーヌを占有することによって彼女とギヨームの恋愛関係､後には

結婚生活に割って入ってくるだけでなく､罪悪感となってマドレーヌを苦し

める｡ギヨームの家に苦から仕え､母に捨てられたギヨームを母親代わりと

なって育て上げた女中のジュヌヴィェーヴに見つめられたマドレーヌは､彼

女の視線にいたたまれない気持ちになる｡

ときおり､マドレーヌは老女が自分をにらんでいるように思った｡そんな時彼

女は頭を下げ､顔を赤らめさえして､まるで許される見込みのない罪人のよう

に身を震わせるのだった30｡.

またジャックと過ごした時間は､ジャックと一緒に泊まった部屋にギヨー

ムと泊まることになったり､あるいはジャックと同棲していた時期に付き合

いのあった友達に再会するといった形をとって彼女の前に繰り返しよみがえ

り､彼女とギヨームを苦しめる｡第九章で､ジャックから逃げ出した二人は

パリへ行く途中にあるマントという町で古い宿屋GrandCerfに泊まることに

するのだが､この宿屋は実はマドレーヌとジャックが以前よく利用していた

宿屋であり､壁にはJ,aimeJacquesという彼女がかつて書いた落書きまで残

っている｡その晩ギヨームが部屋を空けてマドレーヌが一人でいるとき､物

乞いと成り果てたかつての女友達ルイーズが訪ねてくる｡そしてついには同

じ宿に偶然泊まっていたジャックまでがマドレーヌに会いに来ることで､マ

ドレーヌは過去に捕らわれ､引き戻され､もはや夫の姿は目に入らなくなっ

てしまう｡

ヱ9Micbeleも血ま′mα7ラ甲C～≠･,p･308･

58αC,t･3,pp･268-2鰍
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彼女はジャックとこの場所で過ごした時を再び生きていた｡しかも自分でそう

言っていた通り､まるで一人きりでいるかのように､思わず声に出しながら回

想していた51｡

何度も過去がよみがえり､絶えずつきまとわれるうちに､過去は彼女を侵

食し､彼女をいつの間にか過去の姿､つまりジャックと一緒にスフロ通りの

彼の部屋に住んでいた頃の姿に戻してしまうにいたる｡

マドレーヌは､その内面が変化していくうちに､娼婦のような物腰も取り戻し

ていた｡ト]今や､スフロ通りに住んでいた頃のように､午前中ずっと髪は乱

れたままだった｡赤毛をうなじに垂らし､部屋着がはだけて､官能ではりつめ

てぽってりとした白い胸元を見せるのだったう2｡

こうしてギヨームと暮らし始めた頃とは別人と化してしまったマドレーヌ

の変身によって､女性を崇拝したいと願うギヨームにとって彼女は汚らわし

い存在へとおとしめられる｡感応遺伝というモチーフを介して､過去は様々

な形をとってマドレーヌやギヨーム､そして二人の関係に侵入し､二人を押

しつぶす｡しかし､過去がよみがえり､男女の関係を破綻させるというこの

展開は､『テレーズ･ラカン』において､テレーズと愛人のローランが､二人

で謀殺したテレーズの夫カミーユの亡霊につきまとわれ､それが二人の関係

を壊すにいたったことを思い起こさせずにはおかない｡マドレーヌとギヨー

ムの関係を不可能にするものが過去とその亡霊というテーマに集約されると

き､感応遺伝はもはやそのテーマを導入するための単なるきっかけにしか過

ぎなくなるのである｡

7,過去という障害と未知という恐怖

このように様々な形をとってギヨームとマドレーヌに襲いかかるジャック

とマドレーヌの過去は､彼らの夫婦間係を決定的に損ねる原因になっている｡

しかしそもそもマドレーヌとの恋愛の初期段階､二人の関係が進展する過程

においても過去はギヨームにとって大きな障害となっている｡.しかもそれは

感応遺伝に関する言説というよりはむしろギヨームの女性観に関係している

ように思える｡これまで述べてきたように､ギヨームの女性観の中核をなし

ているのは､極端なほどの理想主義的である｡

31撤d,p･338▲

32ノ占～d,p･356･
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昔ジャックに話していたように､彼はただ一人の女､最初に出会う女を愛する

つもりだった｡.彼女を自分の全存在をかけて愛し､変化への憎悪と未知への恐

怖からこの愛に従うつもりだったう3｡

文中の｢未知への恐怖｣という言葉に注目したい｡ギヨームとマドレーヌ

が初めて夜をともにすることになる第一章のフォントネーへの遠出の場面で

その恐怖はすでに垣間見えている｡この土地のことはよく知らない､と頼り

なげなギヨームに対して､マドレーヌは駅を降りて早々に道を指示するなど

土地勘があることをうかがわせる｡ギヨームがそこにいることを忘れたかの

ように周りの風景に見とれ､何かを思い出すかのように空を見上げるマドレ

ーヌにギヨームは戸惑いを隠せない｡

ギヨームは､立ったまま､少し離れたところで彼女を観察していて不安にとら

われた｡彼は､彼女と自分の間に縫えず溝が広がっていくのを感じていた｡一

体何をあんな風に思っているんだろう｡彼女にとって自分がすべてではないこ

とが若しかった｡ひそかに恐怖におののきながら､彼女は自分抜きで二十年生

きてきたのだと彼は心に思った｡この二十年が恐ろしい闇から彼の前に現.れよ

うとしていた34｡

自分の知らないマドレーヌの過去と彼女の過去の男という想像はギヨーム

を苦しめる｡ゾラの長編小説処女作である『クロードの告白』(1865)にもす

でに見られる35男女間に広がるこうした断絶は､貴族であるという誇りにし

がみつくギヨームをますます自分の殻に閉じこもらせることになる｡しかし､

彼女の過去がこれほど彼をいらだたせ､おびえさせるのはいったいなぜなの

だろうか｡次の文は､この疑問に対する何らかの答えを示しているようであ

る｡

彼は消え去ってしまった歳月が気がかりで､彼女の様子をうかがって仕草や視

線の中に告白を読み取ろうとしていた｡そして､彼女の中に自分とは関係ない

考えを探り出したように思うと､彼女を満足させられないことが残念だった｡

彼女はもう彼に属しているのだから､身も心も彼のものにならなければならな

い｡自分は彼女をこんなに愛しているのだから､彼女は自分の愛だけで満足で

33乃れp.253.

54乃吼p.190.

35この小説の主人公であるクロードは､恋人のロランスとお互いへの愛と尊敬に満ち

た生活を送ろうと試みるが､その試みは失敗に終わり､彼女に対して次のような気持

ちを抱くにいたる｡｢彼女は僕から逃げ去ろうとしていた｡僕は彼女と自分の間に越え

ることのできない障壁を察知していた｡｣(αC,t,1,p.480)
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きると心に思っていた36｡.

づまり､彼の愛が彼女にとってすべてでなければならないし､マドレーヌは

ギヨームにすべてを捧げ､彼に所有されなければならない｡彼女の過去はマ

ドレーヌを完全に所有することを妨げる可能性があるためにギヨームを怯え

させるのである｡

8.完全なる所有

先ほどの引用で見たように､ギヨームにとってはマドレーヌを完全に所有

し､彼女にとって自分がすべてであることが望ましい｡ギヨームのこの願望

は､真っ白いキャンバスである妻を夫の色に染め､夫が妻の世界を構成する

全要素となるというミシュレが掲げる理想の夫婦像に近いように思われる｡

しかしマドレーヌがすでに最初の男であるジャックにすでに所有されている

ためにギヨームの理想は叶わない｡最初の男と､彼によって永久に所有され

た女と､彼女の二番目の夫という構図は､感応遺伝の解釈という点から見れ

ばミシュレのそれとあまり変わらないといえる｡ただミシュレの場合は､女

の最初の男による永久の所有が永遠の夫婦の絆と結びつけられることで肯定

的なものと捉えられ､ゾラの場合それがギヨームの立場から否定的かつ宿命

的なものと捉えられるだけだからである｡それでは､ゾラの描く感応遺伝は､

ミシュレの解釈を否定的に捉え直しただけのものなのだろうか｡

ところで､この小説において､ギヨームがマドレーヌを完全に｢所有｣で

きないのは､感応遺伝に則った永遠に消えないジャックの痕跡が阻むためだ

けとはいえない｡たとえば､小説に登場するギヨームの父の友人､ド･リュ

ー氏の妻エレーヌに目を向けてみたい｡ド･リュ一夫人エレーヌは､耳がほ

とんど聞こえない夫が何も事情を理解していないと思って37､次々と愛人を

取り替えて不倫を楽しんでいる｡しかも愛人にするのはせいぜい二十歳まで

の少年ばかりで､いっも五･六人は家のどこかに隠している｡年上の人妻と

不倫したいという少年は後を絶たないので､彼女は｢週間ごとに男を替えて

いるのである｡そんな放堵な生活を送っていたェレーヌであるが､野心家の

ティビュルスという少年を愛人とした暗から彼女の生活は一変する｡ティビ

36勘d,p･237･
j7

しかし､本当は夫のド･リュー氏は妻の不倫をちゃんと分かっているのだが､何も

気づかないふりをして妻を観察することに残酷な楽しみを見出している｡彼は自分だ

けに分かる二重の意味を持つ言葉で妻に話しかけることを無上の喜びとしているので

ある(乃浸,p.264などを参照)｡
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ユ/レスは､エレーヌを足がかりとしてパリで成功したいという下心があって

彼女と関係を結んでいるのだが､思うように辛が運ばないために38､徐々に

エレーヌに対して粗暴な振る舞いをするようになる｡ついにはエレーヌは身

の回りにすら構わなくなり､実際の年よりずっと老けて､いつもびくびくす

るようになる｡変わり果てた姿の彼女に同情したマドレーヌがティビュルス

と別れたらと忠告すると､エレーヌは次のように答える｡

もし別れたいなんて言おうものなら､彼に殺されかねないわ｡いいえ､いいん

です｡わたしは彼のものですから､とことんまで辛抱するつもりですj9｡

エレーヌにとってティビュルスはもちろん｢最初の男｣ではない｡しかし､

エレーヌはティビュルスの言いなりであり､彼に完全に支配されている｡一

方がもう一方を支配し､所有するという国係はつまり､必ずしも感応遺伝と

つながっているわけではないのである｡

また､感応遺伝はもっばら女性への最初の男性の影響を指摘するものであ

るという点を思い起こしてみたい｡あらすじから見れば感応遺伝がそのまま

取り入れられているように見えるこの小説であるが､実際のところ､作品の

中で支酉己し､所有するのは必ずしも｢最初の男｣ではないし､支酉己され､所

有されるのは必ずしも｢女｣や｢妻｣とは限らない｡マドレーヌとギヨーム

の関係にもそれは見て取ることができる｡弱々しく､女性的な感受性を持つ

ギヨームと､官能的ではあるが男性のようなたくましさを持ち合わせたマド

レーヌというカップルの場合､支配と所有の主導権を握るのはマドレーヌの

ほうなのである｡

どんな夫婦にも起こるように､強い人間が弱い人間を宿命的に所有してしまっ

たのである9 それ以来ギヨームは自分を支配する女のものになったのだった｡

それは奇妙で深い所有の仕方だった｡彼はそこから絶え間ない影響を受け､彼

女の悲しみや喜びを味わい､彼女の性格の変化を一つ一つたどった｡[…]それ

は肉体と心の完全な浸透だった40｡

ミシュレの場合､夫婦の互いへの浸透は､夫が主導権を握って行われるため

5Sェレーヌがティビュルスのためにいくら奔走しても効を奏さないのは､夫のド･リ

ュー氏が裏で糸を引いて､彼女の計画が毎回失敗するように手を回しているからなの
である(臓d,p.368)｡
39乃払p.366.

48臓d,p･2弧
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に夫婦の絆を築くための大切な条件となっているが､ゾラの場合､浸透はも

っばら弱者への強者の支配と所有を意味している｡マドレーヌとギヨームの

場合､夫であるギヨームは主導権を握ることができず､逆にマドレーヌがギ

ヨームを支配する｡つまりこの作品では､カップ/レの関係において相手を所

有するのは､｢最初の男｣ではなく､場合によっては｢男｣でもない｡重要な

のはもはや性別や関係を持った順番ではなく､二人の関係においてどちらが

より強いか､｢どちらがどちらを食うか41｣なのである｡本作品に見られるこ

うした弱肉強食的な力関係は､ゾラが『マドレーヌ･フェラ』を上梓した後

ほどなくして刊行され始めるルゴン=マッカール叢書の世界42を垣間見せて

いるようにも思われる｡

結び

エミール･ゾラの作品を読もうとするとき科学理論との関わりを考慮に入

れることは､ゾラ作品の研究においてはそれほど盛んではなかったように思

われる｡それはこの半世紀ほどのゾラ研究が､おおまかに言うとするなら､

ブリュヌチエール以来のゾラ批評43への反論として発展を遂げてきたことに

よるのかもしれない｡つまり『実験小説論』において医学理論を小説創作へ

とあてはめようとしたゾラの理論の脆弱さを批判することでゾラの小説作品

の評価をも不当におとしめようとする一種の偏狭さから解放された結果が､

文学者としてのゾラの再評価へとつながったのだといえるだろう｡確かにた

とえば『実験小説論』においてクロード･ベルナールの『実験医学研究序説』

から｢実験的方式｣という用語を借りているからといって､ゾラの主張その

射肪吼p.261.

ヰ2たとえば『ボヌール･デ･ダーム百貨店』(1883)において､デパートという近代商

業の象徴が持ち込んだ新たな販売方式によってドゥニーズの叔父ボードウが営むラシ

ャ商店は破産に追い込まれる｡叢書の中には､近代化の波のあおりを受けて､昔なが

らの商店や労働者たちが経済的､精神的に大きな打撃を受ける様子が克明に措かれて

いる｡

ヰ3ブリュヌティエールは『居酒屋』のクーポーを例にとり､｢実験小説｣というゾラの

思想を次のように痛烈に批判し､ゾラの言う｢科学性｣の非論理性を指摘した｡｢クー

ポーに実験を行うということは､一人のターボーを手に入れ､監禁し､[…]典型的な

アルコール中毒の症例を示したらすぐをこ解剖台で切開することであろう｡そうでなけ

れば実験はなされないし､なされ得ないのであり､観察しか存在しないのである｡｣

(Ferdinand Brunetiere,Le Roman
natl/raliste,1882cite par H.Mitterand dans Zola

カ脚靴混娩.加g'娩≠柁且ぬ乃eJd7'娩≠′℃刀アりカ′∫,A,Collin,COll.(くKiosque〉〉,1962,p.216)
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ものまでべ/レナールからの借り物であると断ずることはできない｡それどこ

ろか､『実験小説論』以外のゾラの記事や書簡とともにこの悪名高い論文を読

んでみたとき､ベルナールの作品からの引用は､むしろゾラの思想を導入し､

補強するためのものとすら見えてくる｡

しかしながら､ゾラが参照し､作品に取り入れている科学理論とゾラの作

品とを完全に切り離して考えることは､ゾラ作品の読み方を狭めることにも

なるだろう｡『マドレーヌ･フェラ』で取り上げられている感応遺伝という学

説は､(特に現代の)医学的見地から見れば､非論理的で馬鹿げたものとすら

思われるかもしれない｡しかし､その学説が見当違いなものであったり､ゾ

ラにそれを見抜く医学的な勘がなかったとしても､ゾラにその責任を負わせ

ることはできない｡ゾラは当時手に入る限りの情報や正しいとされていた学

説を採用し､自分の目と頭で理解し､それを作品にしただけなのだ現｡ゾラ

が採用した医学理論の非科学性ではなく､その学説がゾラの筆によってどの

ようにして掘り下げられ､作品化されているかを本論ではたどってみた｡ゾ

ラによって多面的かつ重層的になった過去の描写は､｢一度ろばを産むと､次

に馬を産んだ場合その仔はろばに少し似ている｣という例とは著しく異なる

レヴェルに属しているように思われる｡ミシュレが倫理的な観点から感応遺

伝という学説を解釈したとすれば､ゾラは男女の問に横たわる未知の過去が

作り出す溝や､弱肉強食という原則によって男女が互いに所有し､あるいは

所有されるさまを描いてみせ､ゾラ特有の解釈を提示している｡ゾラはこの

ようにして感応遺伝という一見すると突飛な学説を文学の一テーマに昇華し､

感応遺伝というアイディアに音替む文学性を浮かび上がらせているようにも思

えるのである｡

44cf･YvesMalinas,((Zola,PreCurSeurdela pensee scientifiqueduXXe siecle〉)inL

Cα旋7笥〃血～γαた扉ピ∫,nO.40,1970,p.108,マリナは､この雑誌論文において群集接写など

に比べて不評なゾラの医学資料と医学知識について『パスカル博士』を中心に分析し

ているが､当時の医学知識と引き合わせてみると､ゾラの解釈はその時点では正しい

ものとされていた学説を採用したものであると論証している｡
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